
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
1 人 1 人が練習してきたことや積み重ねてきたことを、堂々と、責任をもってひたむきに。 
灯籠から始まり、太鼓、山鉾、国際、和、ダンス、人文字。各部門の間をキャストがしっかりとつなぎ、2 曲の学年合唱。誰 1 人、裏方にまわること

なく、1 年生全員が前に出て、全員が主役になったこの人権文化祭。それぞれの良さが輝く、素晴らしい発表になったと思います。 
自分以外のグループが発表しているときのかけ声や手拍子の様子からも、学年全体の一体感、73 期生の力を存分に発揮してくれました。 

 
この取り組み期間で、自分がどれだけ頑張れたか。仲間がどれだけ頑張ってくれたか。先生達もみんなのいいところをたくさん見つけられて、と

ても嬉しい取り組みになりました。 
  
 これからもこうやって力を合わせることで、もっともっと素晴らしいものを作り上げて欲しいし、そこに至るまでの過程の中に「素敵なもの」を見つけ
てほしい。そのためには、うまくいかないことも、「ええねん」。自分とは考え方が違う人も、「ええねん」。同じ学年の仲間として「ええねん」と認め合う
気持ちを忘れないでいてほしいと思います。 
 
 そして、行事で輝くには普段の積み重ねが大切。一つの行事が成功に終わった今、改めて、自分の学校生活を大切にしていこう。 
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人権文化祭 お疲れ様！素晴らしい発表でした！ 



 
 

 
 
 
 
 
 
オープニングは暗闇に浮かび上がる灯籠。                                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大迫力の山鉾。ものすごい作品を作り上げました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一発勝負の書道パフォーマンス！     お見事！彩る絵も素晴らしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
キャストは発表に込められた思いを伝える役割を果たしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
力強い太鼓の音色が観客の心を発表へ引き込みます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スペイン人にピーター・ピーター。スピーチもばっちり！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「タッタ」で表現した日本の四季！ソロのダンスも格好良かった！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マスゲームで表現した京都の風景！       最後は『ええねん』 


